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問30「県政に関しての意見」
共起ネットワークグラフによる要約

県外へ出る人
への対策

京都との関係を踏ま
えた対策の要望

新型コロナ対策について

高齢者の生活支援

子育て環境の整備及び
子育て世代への支援

公共交通機関対策

道路交通整備に対する要望

滋賀県の特に住環境の良さ
を活かした県政への要望

琵琶湖をはじめとする豊かな
自然環境の魅力の発信と観光
対策への要望



問1「性別」と問30「県政に関しての意見」共起ネットワークグラフによる要約

男性は公共交通機関対策や
県政の情報発信など、
政策に関する話題が多い。

女性は、子育てや高齢者など、
生活及び福祉に対する話題が
特徴。



問2「年齢」と問30「県政に関しての意見」共起ネットワークグラフによる要約

20～49歳グループと50歳以上で特徴が異なる。
18～19歳グループを除き、第1軸の右から左へ
と年齢を経ることで、意識の変化が見られる。

49歳以下のグループは、子育てや
働く場所、京都などの他府との関
係などについての話題が特徴。

50歳以上は、高齢者福祉や琵琶
湖などの魅力の情報発信などの
話題が特徴。



問3「地域」と問30「県政に関しての意見」共起ネットワークグラフによる要約

湖北と湖西地域のグループは、高齢
化や人口減少などの生活に関連した
地域課題に関する要望が特徴。

大津と湖南地域は、子育てや教育、
道路整備、琵琶湖などの自然環境
の魅力のアピール、京都との関係
性などに関する話題が特徴。

湖東と東近江地域は、商業施設などの
充実や住民活動への支援などの話題が
特徴。甲賀地域は、さらに働き場所に
関する要望が特徴。



問4「職業」と問30「県政に関しての意見」共起ネットワークグラフによる要約

農林水産業は、豊かな自然
環境保全や改善などの話題
が特徴。

常勤と家事専業は、子育
て支援や住環境、京都や
大阪との関係性などの話
題が特徴。

自営業は、働き場所の確保など、
パートなどは、道路事情や処遇
の改善、無職は税関係や情報提
供などに関する話題が特徴。

注：全慣性の40％以下しか説明できていないため、
配置が偶発的な可能性がある。



問5「居住履歴」と問30「県政に関しての意見」共起ネットワークグラフによる要約

県外転出後に再転入では、子育て
環境や通学に関する話題が特徴。

県外から転入では、大阪京都
との関係性や道路渋滞やバス
交通などの公共交通機関に関
する話題が特徴。

移動無しでは、観光や県の情報
発信、若者の働き場所の支援な
どの話題が特徴。



問6「滋賀に住み続けたいか」と問30「県政に関しての意見」共起ネットワークグラフによる要約

思わないとどちらとも言えないは、
道路渋滞や公共交通、高齢化、教
育支援、京都や大阪との関係性に
関する話題が特徴。

思うは、琵琶湖や自然環境
の魅力の発信や観光、イン
フラ整備課題、通学などに
関する話題が特徴。



問7「誇りを持っているか」と問30「県政に関しての意見」共起ネットワークグラフによる要約

持っていないは、京都や大阪などとの関係
性や経済発展、あまり持っていないは、働
き場所や公共交通機関、どちらかというと
持っているは、教育や生活支援に関する話
題が特徴。

持っているは、琵琶湖や豊かな自然
環境の魅力の発信や通学支援、子育
てや住環境などに関する話題が特徴。



問8「県政への関心」と問30「県政に関しての意見」共起ネットワークグラフによる要約

あまり関心がないは、
働き場所や京都などと
の比較としての不便さ
や経済発展に関する話
題、関心がないは税金
などに関する
話題が特徴。

関心があるは、今後の経済状況の
改善や公共交通課題、自然環境保
全などに関する話題が特徴。

まあまあ関心があるは、子育てや生
活支援、バスなどの公共交通、商業
施設整備に関する話題が特徴。


